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苦 楽 を と も に 半 世 紀
　９月１２日に「熊日金婚夫婦表彰伝達式」が、多良木町では多目的
研修センター、あさぎり町ではポッポー館で開催されました。
　今年は、多良木町で４４組、あさぎり町岡原地区では１８組のご夫
婦が表彰されました。そこで、２組のご夫婦に５０年を振り返ってお
話を伺いました。

第５４回熊日金婚
夫婦表彰伝達式

あさぎり町岡原南
村田　太作さん
　　　アキエさん

　「お互い病気もせずによく
５０年やってきました」と村
田さんご夫婦。普段からあま
り喧嘩もされないとの事。
　夫婦手を取り合って健康
第一でやって来られました。
これからは、趣味の山野草を
永く続けれる様に、健康に気
をつけられているそうです。
昭和４７年から始められた
蘭は、現在４００鉢になるそ
うで、山野草のおかげで県内

外にたくさんの友達ができたとの事。妻のアキエさんも毎月１回程度
のボランティア活動を生きがいに楽しく過ごされています。

 ９月１５日（土）に専
立寺保育園きらきら館に
て、祖父母交流会が行わ
れました。園児のおじい
ちゃん、おばあちゃん達
を招いて、日頃お世話に
なっている感謝の気持ち
を、歌や踊りなどで表現
しました。園長先生の挨
拶の後、園児全員による
感謝の言葉「いつも私た
ちを可愛がってくださっ
てありがとうございま

す。今日は一緒に遊んでください」との、大きな挨拶の後に交流会がスター
トしました。交流会では玉転がし・玉入れ・風船運びリレーなど、祖父
母も一緒に参加するプログラムが数多く組まれていて、会場内は大きな
笑いや歓声が響き、熱気に包まれていました。又、演技終了時にはおじ
いちゃん、おばあちゃん達に、園児手作りのメダルを首にかけてあげる
という、嬉しいサプライズも用意されていました。季平聖也園長先生は「日
頃、園児たちを可愛がって下さる祖父母の方々への、感謝の気持ちを一
緒に遊ぶ事で伝えたい」と、交流会を通じて、家族の大切さと感謝の意を、
園児達や職員スタッフと、共に感じておられました。

おじいちゃん　おばあちゃん
       いつもありがとう !!

専立寺
保育園

多良木町多良木
篠原　稔雄さん
　　　　多美子さん

　稔雄さんは区長を約１０
年、多美子さんは地域婦人
会長を約１０年（現在は球
磨郡地域婦人会連絡協議会
会長）を務められ、地域に
貢献されてきました。稔雄
さんは福岡の浮羽より移籍
されましたが、天真爛漫な
性格で５０年間を振り返っ
ても、苦労したと言う思い
は無いと振り返っておられ
ました。二人の共通の楽し
みは、毎年１月２日に約
６０人が参加して開かれる
従兄妹会だそうです。ご夫
婦はこれからも地域や町の

発展のために協力していきたいと話されていました。

　部長の小川広文さんは「今回各消防団や地域の方々など多方面か
ら応援を頂き、改めて感謝致します」とお礼を述べられました。今
後は２年後に開催される全国大会を視野に、更に練習に励むとのこ
とでした。尚個人の部では、指揮者の濱岡信夫さんが優秀選手賞を
受賞されました。団体・個人共に素晴らしい結果、本当におめでと
うございました。

熊本県消防操法大会で見事準優勝

　第２９回熊本
県消防操法大会
が先月２６日に
天草市で開催さ
れ、多良木町消
防団第１分団３
部が「ポンプ車
の部」で見事準
優勝を飾り、同
町 消 防 団 と し
ては、初めての
快挙となりまし

た。（郡大会優勝時の写真　　提供：多良木町役場）

多 良 木 町
消 防 団
第 １ 分 団 ３ 部
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サークル紹介 ３B 体操でいきいき健康づくり
　　　　　　JA 婦人会 3B 体操

　「第 11 回たらぎ社協福祉
まつり（主催：多良木町社会
福祉協議会）」が今月 2 日に
多良木町多目的研修センター
で行われ、記念式典と歌と踊
りの祭典の２部構成で開催さ
れました。
　まず記念式典では北崎和生
さん（同町多良木）が、永年
にわたり社会福祉に貢献した
ことで「社会福祉功労賞」を
受賞。また同町のグラウンド
ゴルフ協会が「ホールインワ

ン賞」の益金を、社会福祉に寄付してきたことに対して、同会協会長
として感謝状を授与されました。続いて今年９０歳（卒寿）を迎える方々
の紹介があり、益田岩男さん・モリヨさんご夫妻（同町黒肥地）など
５７名（当日参加は２０名）が、松本照彦町長より記念品を贈呈され
ました。卒寿を迎えた矢立ミツエさん（同町多良木）は「これからも
皆と交わりながら、元気
に長生きしたい」と話さ
れていました。
　休憩を挟み歌と踊りの
祭典が行われ、地元か
らは「大正琴　琴宏流琴
翠会　多良木教室」メン
バーによる演奏や、「カ
ムワークたんぽぽ」の皆
さんによる”手話ソング”
の披露があり、会場を盛
り上げました。

社会福祉への貢献に感謝 多良木町社会福祉協議会

　今回は、多良木町で活
動されている３Ｂ体操教
室を紹介します。まず３
Ｂとは？べルター・べ
ル・ボールという道具を
使って行う体操です。そ
れぞれの頭文字を取って
３Ｂと言われているそう
です。３Ｂ体操は全国的
に行われている健康にも
大変優れている体操との
事です。同教室は、３Ｂ
協会指導者の西ヤツエ先
生（人吉市在住）の指導
のもと、月２回程度Ｊ A
上球磨営農センター等で
活動されています。Ｊ A

農業祭や、各イベントなどにボランティアで参加し、３Ｂ体操を披露
されているそうです。気のあった仲間達と３Ｂ体操を通じてコミニュ
ケーションをはかり、日頃の仕事の疲れを３Ｂ教室で発散できる、と
ても良い体操との事です。「３Ｂ教室では、若い人達にパワーをもらっ
て頑張ってます。楽しくて健康的なので是非皆さんにも知ってほしい」
とメンバーの杉山幸子さん。現在は高齢化の影響もありメンバーの数
も以前より減ってきているので、新しいメンバーも募集されているそ
うです。興味がある方は是非一度３Ｂ体操を体験されてみてはいかが
でしょう。　　お問い合わせ先：Ｊ A 上球磨営農センター　
T Ｅ L：４２ー６６７７　　担当：藤本美紀さん

多 良 木 警 察 署 だ よ り

 

 

( 原稿提供・多良木警察署）

　今年は、高齢者
が道路を歩いて横
断中に交通事故に
遭い、亡くなられ
るケースが多発す
るなど、高齢者の
死者が全交通事故
死者数の約７割
を占めています。

　 熊 日 人 吉・ 球
磨 販 売 セ ン タ ー
グ ル ー プ が、 今
月 ２ ３ 日 に「 ロ
アッソ熊本応援ツ
アー」を初開催し
ました。当日の対
戦相手「アビスパ
福岡」を、ホーム
グラウンド「ＫＫ
ウィング」に迎え
て の 試 合。” バ ト
ルオブ九州 ” とい
うことで、ロアッ

ソファンや初めて観戦する方を含め、３２名が熱い声援を送りました。
　試合はいきなり動きました。前半２分にＦＷの高橋選手が、ＣＫを頭
で合わせて先制。幸先の良いゴールで勢いに乗ったかのように思えまし
たが、同２２分に不用意なバックパスを相手選手に奪われ、同点ゴール
を献上しました。しかしこの日のロアッソ熊本は違いました。今季移籍
してきた元日本代表の北嶋秀朗選手が、前半ロスタイムと後半１８分に
立て続けにゴールを挙げ、結果３対１とチームを勝利に導きました。そ
んな北嶋選手のファンになったという尾方皓

こう
君（黒肥地小２年）は「（北

嶋選手の）ヘディングシュートがすごかった。また観に行きたいです」
と話していました。また試合開始前のセレモニーには、蒲島郁夫知事や
くまモンも応援に駆けつけ、会場に華を添えるなど、大変盛り上がった
ツアーとなりました。

“ 北嶋劇場 ”に酔いしれる！
　　　　　　　ロアッソ熊本快勝！

　小学部では、地域に出
かけていろいろな体験を

しています。　そ
の 一 つ、 ４・ ５・
６年生の体験を紹
介します。
　多良木町の農業
法人「多良木のび
る」の方の御好意
により、落花生の収穫体験に出かけました。子どもはもちろん、
教師も初めての落花生収穫体験でした。茎を引っ張ると、土の
中から、根にくっついたたくさんの落花生が出てきました。こ
どもたちは、口々に「ピーナッツが出てきた」「ピーナッツ・ピー
ナッツ」と言って大はしゃぎでした。根から一つ一つ丁寧に引っ
張って採った落花生を袋に入れながら、「これはお母さんへのお

土産」「お家に持って帰る」などのうれしそうな言葉も聞くことができ
ました。学校でも湯がいて食べました。どの子もおいしそうに食べ、「お
いしい・ピーナッツ大好き」という声もあがりました。地域のたくさ
んの方々の御協力で、本校の子どもたちが成長していきます。いろい
ろな行事の度に感謝の気持ちでいっぱいです。これからもよろしくお
願いいたします。　　　　　　　  （原稿・写真提供：球磨支援学校）　

「ピーナッツ」が出てきた！
球磨支援学校


